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受賞題目：「希土類鉱物の結晶化学に関する研究」 

 
受賞理由 
 宮脇律郎会員は，希土類鉱物及びその類縁化合物の結晶中にお
ける希土類元素の結晶化学的挙動を研究してきた。その手法は，
Ｘ線回折法を用いた単結晶構造解析を中心とし，放射光を線源と
する粉末回折データに基づくリートベルト解析なども展開してい
る。結晶化学に欠かせない化学組成の定量分析には，学位を取得
した分析化学研究室での経験を生かし，EPMAやICP-OESを用いて，
綿密な妨害元素の補正などを施した上で，信頼性の高い分析値を
求めている。また，これらの分析手法では定量が不可能あるいは
困難な水素，リチウム，ベリリウム，ホウ素，炭素の分析には，
FT-IR，ラマン分光計に加え，SIMS，LA-ICP-MS なども利用して
いる。 
研究対象としてきた希土類鉱物は，ケイ酸塩鉱物のガドリン石，

ホミル石，興安石，セリウム興安石，上田石，ランタン鉄褐簾石，
チェフキン石，苦土ローランド石，イフティシ石，炭酸塩鉱物の
木村石，弘三石，ランタン弘三石，ロッカ石，テンゲル石，ネオ
ジムバストネス石，またリン酸塩ヒ酸塩鉱物ではアガード石，ピ
ータース石，ネオジムウェークフィールド石，と多種にわたる。
これらのうち，セリウム興安石，上田石，ランタン鉄褐簾石，苦
土ローランド石，木村石，弘三石，ランタン弘三石，ネオジムバ
ストネス石，ネオジムウェークフィールド石は新種鉱物の記載論
文として公表されている。なお，研究対象の鉱物を着実に分析・
評価する堅実な研究姿勢により，上記に加えてワンサラ石，フッ
素木下雲母，フッ素テトラ鉄金雲母などの新種鉱物を記載し，関
与した新種鉱物は30種を超える。 
一方，合成実験により希土類鉱物の生成機構についての解明を

進めた。ネオジムランタン石を熱水処理すると，高温高圧では水
酸バストネス石に変質するのに対し，100 ℃以下の大気圧条件下
では弘三石に変わることを突き止め，弘三石原産地のアルカリ玄
武岩中で，弘三石はネオジムランタン石が温水と反応して生成し
たことを実証した。また，ギ酸と希土類水酸化物ゲルを出発物質
とした水熱合成実験では，天然には得られなかったテンゲル石の
単結晶の育成に成功し，その結晶構造を明らかにした。この研究
によりテンゲル石の再定義を世に示し，それまでの混沌としたテ
ンゲル石の定義変遷に終止符を打った。さらにテンゲル石が木村
石，ロッカ石と共通の層構造を持ち，それぞれが異なる積層様式
を持つ類縁鉱物群であることを明らかにした。 
希土類炭酸塩の合成実験は，弘三石・水酸バストネス石系列にも
展開された。その結果，この系列はランタノイド収縮によるイオ
ン半径の違いにより，イオン半径の増大に伴い結合距離が漸次増
加するが，配位環境には急激な変化点が存在し，正方晶→弘三石
類似の斜方晶→弘三石型斜方晶→水酸バストネス石型六方晶と，
晶出する相が変わることを突き止めた。特に，水酸バストネス石
の構造解析により，バストネス石のフッ素を水酸化物イオンで置
換すると，希土類元素の配位環境で対称性が低下することを明ら
かにした。 
宮脇会員の実績は，自ら解析した希土類鉱物に留まらず，全て

の既報の希土類鉱物の結晶構造の総論にも及ぶ。周到な文献調査
を行い，200編を超える既報の希土類鉱物とその対等合成物の構造
解析データを収集・精査し，希土類鉱物中の希土類元素の結晶学
的特徴を明らかにした。その中で，希土類元素のイオン半径の相
違は配位数の増減に関わる傾向があること，この傾向は炭酸塩や
リン酸塩のように骨格を成す構造を持たない鉱物において顕著で，

多くのケイ酸塩のように鎖状，層状，３次元骨格と骨格構造の次
元が高まるほどイオン半径による差が無くなることを，解析例を
通じて示した。さらに，希土類元素と価数の異なるイオンとの間
に見られる同形置換における電荷補償の機構を分類し，希土類鉱
物が見せる複雑な同形置換の結晶化学的な考察をまとめた。この
成果により1992年イギリスでの国際シンポジウムに招待されて基
調講演を行い，ElsevierからHandbook on the physics and chemistry of 
rare earthsの第108章として，またイギリス鉱物学会モノグラフ ７ 
Rare Earth Mineralsの第２章として出版された。 
宮脇会員は，粘土鉱物における同形置換と非晶質からの結晶化

過程の解明にも興味を示し，合成実験を中心に多くの成果を上げ
ている。また，自身の研究活動の他，日本鉱物科学会や日本粘土
学会の評議委員や国際鉱物学連合の応用鉱物学委員会，分類委員
会，新鉱物委員会，そして統合された新鉱物・命名・分類委員会
の日本代表委員などの学会役員を歴任し，国内及び国際学会にお
いて重要な貢献を果たしている。さらに博物館に勤務するという
立場から，多くの展示会の開催・指導，一般市民への普及講演，
出版物の執筆・監修などの鉱物科学に関する教育普及活動を行っ
ている。 
以上のように宮脇会員は分析化学と結晶学を基盤とした鉱物の

結晶化学において卓越した業績を残してきたのみならず，学会活
動や教育普及にも大きく貢献してきた。したがって，宮脇会員は
日本鉱物科学会賞の受賞に値すると考え，受賞候補者としてここ
に推薦する。 
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